
1 

 

 

１．農業委員会改革の考え方                   

農業委員会は、担い手への農地の利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の

促進など、農地等の利用の最適化を積極的に推進することを主たる任務として、何よりも重要であ

るとされた。 

改正農業委員会法では、農地等の利用の最適化を強力に推進するために以下の改正が行われた。 

  ○事務の重点化 

     ･･･ 農地等の利用の最適化の推進に関する事務を農業委員会の最も重要な事務として位置付

ける。 

○農地利用最適化推進委員の新設 

･･･ 現農業委員会の主な機能が決定行為と地域活動の２つに分けられることを踏まえ、それ

ぞれが的確に機能するため、主に合議体として意思決定を担う農業委員とは別に、担当地

域で農地利用の最適化の推進のための現場活動を行う農地利用最適化推進委員（以下「推

進委員」）を設置する。 

○農業委員の選出方法の変更 

     ･･･ 公選制を廃止し、市議会の同意を得て市町村長が任命する。 

※農業委員任命の要件  認定農業者の数を半分以上とする 

中立委員（非農業者）の選任必須 など 

  ○農業委員と推進委員の連携 

･･･ 新たな農業委員会の事務は農業委員と推進委員が分担・協力して行う。  

   ※農業委員、推進委員は、どちらも非常勤の特別職地方公務員 
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農業委員 農地利用最適化推進委員 

委員会に出席し審議して、最終的に合議体
として決定することが主体 
（これに加えて現場活動を行うことは可能） 

担当地区の現場での実働を行う 
農地利用集積、人・農地ﾌﾟﾗﾝ検討、耕作放棄地対策 

連携 

 

農業委員会 

○農地等の利用の最適化の推進に関する
指針の策定・変更 

○推進委員として意見を述べる 

必ず推進委員
の意見を聴かな
ければならない 

○指針を踏まえて現場活動を行う 

○推進委員として意見を述べる ○農地等の利用権利移動の許可、農地利用
集積計画の決定 

○推進委員として意見を述べる 

推進委員に総会

等への出席を求
めることができる 

○農地転用許可に当たって、具申すべき意見
の決定 

○農地等の利用の最適化の推進に関する
施策について、提出する意見の決定 推進委員の希望

で総会等に出席
することができる 
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２．基本的な方針  

  改正農業委員会法は、担い手への農地集約化や遊休農地の発生防止と解消など農地の有効利用

を重点にした考え方に基づいた推進委員の新設が特徴の１つである。その考え方を踏まえ、飯田

市農業委員会には推進委員をきめ細かく配置し、農地の諸々の課題や地域の農業振興の推進に積

極的に取り組むこととする。  

  推進委員は、 

農地を担い手にマッチングし、有効利用することを目的とする「人・農地プラン」を定め

推進する各地区農業振興会議ごとに配置する。また、兼ねて飯田市農業振興委員(仮称)に飯

田市より委嘱し、農地等の利用の最適化に取り組むとともに、各地区内の農業の振興を目指

す取組の中核となって活動する。 

  農業委員は、 

推進委員の意見を聴取し、農地法に基づき、農業委員会としての判定(決定)を合議により

行う。また、推進委員の活動をサポートする。 

   

３．体制及び定数案  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○農業委員 定数案 

地区推薦 １６名 （地区等推薦；まちづくり委員会、農家組合等依頼）内、認定農業者 10 名以上 

非農業者  １名 （商工会議所へ推薦依頼） 

一般公募  ２名                            計１９名 

 

○農地利用最適化推進委員 定数・配置案 

・農地面積に応じた配置 

３５０ｈａ未満･･･１名  ３５０ｈａ以上･･･２名 

  ・各地区配置 

 

 

 

 

合 

 

計１９名 

地区 人/農地面積 地区 人/農地面積 地区 人/農地面積 地区 人/農地面積 

飯田 １/１５８（ha） 座光寺 １/２５７(ha) 松尾 １/１６５(ha) 下久堅 ２/３６８(ha) 

上久堅 １/１９１（ha） 千代 １/２６６(ha) 龍江 １/２８９(ha) 竜丘 １/２７４(ha) 

川路 １/９７（ha） 三穂 １/２７８(ha) 山本 ２/４２４(ha) 伊賀良 ２/６２１(ha) 

鼎 １/１８４（ha） 上郷 １/３４１(ha) 上村 １/１１４(ha) 南信濃 １/１６３(ha) 

・農業委員は、地区及び農業関係組織等からの推薦枠として１６名、非農業者１名及び公募枠

２名を合わせ、１９名の定数とする。 

・農地利用最適化推進委員（以下「推進委員」）は、１６地区に各１名の配置を基本とし、農地

面積に応じた傾斜配分を行い、定数を１９名とする。 

・農業委員、推進委員ともに飯田市農業振興委員（仮称）として市が委嘱し、地域活動や荒廃

農地対策等の取組を強化する。 

・農業委員と推進委員は対等の立場で連携して農業委員会活動を行う。 

・新たに農地利用最適化推進委員協議会（仮称）を組織する。 
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農業委員、農地利用最適化推進委員体制（案） 比較表 

  体制（案） 現農業委員数 

ブロ 

ック 
地区 農業委員 最適化委員 

地区 

選挙 

議会 

推薦 

団体 

推薦 
合計 

１ 

飯田  １ １ １  ２ 

座光寺  １ ２   ２ 

上郷  １ ２  １ ３ 

計   ５ １ １ ７ 

２ 

伊賀良  ２ ３   ３ 

鼎  １ ２   ２ 

計   ５   ５ 

３ 

山本  ２ ３   ３ 

三穂  １ １  １ ２ 

計   ４  １ ５ 

４ 

松尾  １ ２   ２ 

竜丘  １ ２   ２ 

川路  １ １ １ １ ３ 

計   ５ １ １ ７ 

５ 

下久堅  ２ ２   ２ 

上久堅  １ １ １  ２ 

上村  １ １   １ 

南信濃  １ １   １ 

計   ５ １  ６ 

６ 

千代  １ １ １  ２ 

龍江  １ ２   ２ 

計   ３ １  ４ 

 

地区等推薦 １６      

非農業者 １      

公募 ２      

 合計 １９名 １９名 ２７名 ４名 ３名 ３４名 

※農業委員の選任に当たっては、あらかじめ地区等の定数枠を設けて推薦を求めることは適当で

ないため、合計人数としています。推進委員は、担当地域を定めて推薦・募集を行います。 

 

【スケジュール】 

平成２８年 ９月  市議会 産業建設委員会協議会報告 

平成２８年１２月  市議会 農業委員会に関する条例（廃止・新規）、特別職報酬条例（改正） 

 平成２９年 １月  推薦・公募 まちづくり、農家組合等へ説明、推薦依頼 広報による周知 

平成２９年 ３月  選考委員会  

平成２９年 ６月  市議会 選任同意 

平成２９年 ７月  農業委員改選  市長による任命 

農業委員総会  農地利用最適化推進委員委嘱 

飯田市農業振興委員(仮称)委嘱 


